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アラブ世界におけるグローバリゼーションをめぐる議論はここ数年一段落
したようにみえる。アラブ世界を代表する総合文化雑誌『アル・アラビー』
を例に取れば、 2009年1月　2010年5月の間にグローバリゼーションとい
う単語をタイトルに含むスライマーン…イプラヒ-ム…ア)V　アスカ1)-
(以下アスカリー)編集長の筆による巻頭言は、 「グローバリゼーションの時
代のアラビア語圃連合」 (2009年12月) 「グローバリゼーションの時代にお
けるアラブの崩壊」 (2010年1月)の二本を教えるのみであったo　グローバ
リゼーションが大きな政治、経済、社会変動を意味するのであれば、アラブ
世界はこの間比較的安定した時代を過ごしていたと言えるのであろうか。あ
るいは、前世紀末からその定義、形態、要因をめぐって活発な議論がなされ
てきたグローバリゼーションは、もはやアラブ准界の知識人の関心対象から
外れたのであろうか0。
1990年のイラクのクウェイト侵攻とその後アラブ世界で起こった一連の
政治変動は、 2003年のアメリカの対イラク攻撃によって大きな転換期を迎
えた。それまでイスラエルという同盟国の支援を通じてアラブ世界への介入
を続けてきたアメリカがその強大な軍事力をもってアラブ・イスラーム文明
の栄光の時代を象徴する都バグダード、千夜一夜の都に直接侵攻しイラクの
支配体制を崩壊させたのであった。中東では、 1953年、イランのモサデク政
権の崩壊の背後にアメリカの露骨な介入があったことが知られるが、第2次
中東戦争における英国、フランス、イスラエルによるスエズ攻撃やアルジェ
リア独立運動におけるフランス軍の介入があるものの、独立国家樹立後のア
ラブ世界が政権の崩壊を目標とした外国軍による直接介入を日のあたりにす
るのは初めてのことであった。圧倒的な軍事力によって欧米において普遍的
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と信じられる理念、民主主義に基づく体制の構築をその過程や方法がどう
あれ正義とみなすアメリカに対し、アラブ世界は複雑な対応をみせたO荊述
のアル・アラビ一誌に寄せられた論文で確認すれば、民主主義、自由、女性、
人権、教育、アイデンティティ、近代化、情報、コミュニケーションなど
のキーワードを含むタイトルが多く見られるようになった。筆者は、この変
化を前世紀末がグローバリゼーションをめぐる総論の時代であるとすれば現
在は、グローバリゼーションがもたらした具体的課題をめぐる各論の時代に
入ったと理解するO　グローバリゼーションの問題は、知識人の関心対象から
外れたのではなくアメリカのイラク侵攻を契機としてその思考の中に探化し
た具体的なものになったのである。
文明言語、信仰言語としてのアラビア語
本稿は、グローバリゼーションが具体的な現実問題となった一例として言
語、アラビア語の問題を取り上げる。いうまでもなく言語は思想を表現し、
その思想の伝達を保障する最も重要な道具であるo　アラビア語は、 7世紀以
来イスラームの発展とともにアラブ人の言語という枠を超え、ムスリムの言
語として広範な地域で使用されてきた。加えてアラブ…イスラーム文明を支
えた知識や科学の言語としてその黄金時代を担った言語であるO　アメリカ軍
の前に陥落したバグダードに9世紀に設置されたバイト…アル・ヒクマ(知
恵の館)は、アラビア語の他界的影響力を象徴する文献収集、翻訳、研究機
関であった。この研究機関においてアラビア語に翻訳されたアリストテレス
を初めギリシアの哲学者、医学者、科学者たちの遺産、またそうした遺産を
収集する図書館の発展は、アラビア語にグローバルな言語としての揺ぎ無い
地位を与えることになった。アラビア語は、当時の最新の科学、技術を学た
めにその学習が不可欠な言語となったのである。
ヨーロッパがカトリック教会の精神的くびきから解放され知的好奇心を
満たす自由な精神を養う契機となったのは、 12世紀に始まるイベリア半島、
トレドにおけるアラビア語からラテン語への翻訳活動であったo世界に通用
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する知識はアラビア語からラテン語へと伝達されることによってヨーロッパ
はその独自の世界観を確立することになった。フランスの経済学者、ジャッ
ク・アタリは、 1492年、イベリア半島最後のイスラーム王朝、グラナダの
ナスル朝の滅亡をレコンキスタ(カい)ック教徒によるイベリア半島からの
ムスリム駆逐運動)の最終的勝利とするとともに、この年をヨーロッパ催界
の成立、西欧文明の健界支配の始まりと位置づけたo言い換えればヨーロッ
パは、アラビア語によって蓄えられ発展した人類の知的遺産がラテン語に
翻訳された時に誕生したといっても過言ではないであろう。またアタリは、
「歴史を勝手に思い描くこの人たち(ヨーロッパ人)は、自分たちの企てに
欠かせないことをつい忘れてしまう。すなわち自民族主義、植民地主義であ
り、それなしには過去の潔白も未来の「新しい人間」もないということを。
そして彼らは自分たちの征服を認めてもらうために、先例のない熱狂的で破
壊的な概念をでっち上げ、その名において何世紀もの間虐殺を行うことにな
るだろうoすなわち進歩という名において」と述べ、現在のグローバリゼー
ションは、ヨーロッパの精神構造にとっては歴史的必然性であることを鋭く
指摘している21。翻訳を通じてヨーロッパ言語に捜透したアラビア語の存在
感は、それをヨーロッパの人々が認識しているかいないかにかかわらず、ア
ラブ人に文明言語の伝達者としての誇り、自尊心を与えることになった。ア
ラブ人にしてみれば近代ヨーロッパ文明の発展は、アラビア語がもたらした
恩恵の賜物以外の何物でもないのである。
さらにアラビア語の地位を決定的にしたのが7世紀に誕生したイスラーム
の発展であった。神の言葉、アル・クルアーン(コーラン、以下クルアー
ン)がアラビア語で伝達されたという事実は、アラビア語のグローバル言請
としての地位は未来永劫にわたって不変であることを意味した。文明言語と
してアラブ低界、ヨーロッパ世界の繁栄を支えたアラビア語は、変化し、発
展する生きる言語であり、一方クルアーンの言語としてのアラビア語は、信
仰の土台となる永遠に不変の言語である。アラブ・イスラーム文明とアラビ
ア語は、今日のグローバリゼーションに匹敵する、いやそれ以上の影響を低
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界に及ぼした先例として理解されるのである。アラブ人の精神の根底に浸透
したこの自尊心を理解しておくことは重要である。アラブ・イスラーム文明
を牽引したアラビア語とアラブ世界の将来の方向性を表現しきれない現在の
アラビア語、両者の間のあまりにも大きな溝、それが現在のグローバリゼー
ションに対するアラブ人の複雑な反応をもたらしている。文明言語と信仰言
語としてのアラビア語は、アラブ人やムスリムの精神を支える両輪としてバ
ランスよく回転している限りその揺ぎ無い地位を保持できたであろう。しか
し18世紀、アタ1)がいうところの進歩の哲学の世界征服運動がオスマン帝
国の解体を目指して中東に進出したころアラビア語は、すでにかつてのよう
な活力を失っていた。知識の宝庫といわれたアラビア語から最新の知識や技
術が失われたo信仰の言語からはクルアーンの新たな解釈を通じて信仰のあ
り方を提示する躍動性が失われ、これまでの解釈にこだわる硬直性がE]立つ
ようになっていた。歴史を振り返ると、現在のグローバリゼーションによっ
てもたらされたと考えられる多くの課葺は、ヨーロッパの中東進出の時期
にアラブ倣界が直面した多くの課題の中にすでに見出されていることが分か
る。グローバリゼーションとアラビア語の関係は、アラブ牡界の分割とその
後の歴史の評価をめぐる問題と言うことができるo
ダマスカス宣言(2008年)とアラビア語
2008年3月29a、 30aの二El間にわたりシ1)アの首都ダマスカスで第
20匝けラブ連盟首脳会議(以下アラブ首脳会議)が開催された。アラブ首
脳会議は、通常、政治、経済の分野に重点を置いてアラブ諸国間の協力関
係を議論する場であるD　レバノンの危機をめぐってシリアを批判するエジプ
ト、ヨルダン、サウジアラビアを初めとして加盟国の半数近くが参加を見送
る中で開催されたこともあり全体的に見るべき成果がなかったと評価される
会議であった。しかし31日に発表されたダマスカス宣言には注目すべき点
が一つあった。それはこれまであまり指摘されることのなかった問題、アラ
ビア語と指導者たちの責任についての言及、勧告であった。 「アラビア語へ
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の関心、特別な配慮を払うこと。なぜならアラビア語は、思想とアラブ文化
の器であり、またアラビア語は、我々と歴史、文化、アイデンティティを結
びつけるものであるからである。アラビア語は、グローバリゼーションの時
代において科学と知識と情報の発展とともに成長、発展していかねばならな
い。それによって我々のアラブ文化が直面している追放と中傷の試みの前に
近代化の道具となりうるのである3'Jこの勧告が、アラブの連帯を呼びかけ
る一連の冒頭宣言の中で他のパレスチナ問題、イラク問題などの具体的事項
に先行する形で提示されているのである。また宣言は、イスラームに向けら
れる卑劣な攻撃、特に多文化主義を標樺する国々においてムスリムに対する
攻撃が目立ち始めたことに懸念を表明した。そして拡大傾向にある文文明間
の裂け目を狭めるため、イスラームが中庸と寛容と他文化との共存を呼びか
けていることを訴えていく必要があり、そのためにイスラーム諸国会議機構
との協力の必要性を勧告した41。
アラビア語とイスラームへの言及は、 1世紀前、西欧列強の手による分割
に直面したアラブ世界が抱いた不安を現在において再確認したことを意味
している。 1世紀にわたってアラブ惟界の人々はアラビア語とイスラームの
両者がアラブ世界のアイデンティティを形作る最も重要な要素であることを
認識しつつこの不安を克服することができなかったのである。 「地域の地図
を再度書き直し、我々のアイデンティティを取るに足らないものとし、我々
を一つにする秤を打ち砕く恐れのある危機のなかで我々は、アラブの文化と
文化的、文明的土台の強化を望む51」という文言は、現在のグローバリゼー
ションと1世紀前の社会変動との共時性を象徴的に示しているo
トワイジャリーとグローバリゼーション
2008年、イスラーム教育…科学・文化機構事務総長アブドルアズイーズ
・プン.ウスマ-ン・アットワイジヤリー6)(以下トワイジャリー)は『アラ
ビア語とグローバリゼーション』と遺した講演集を発表したo　イスラーム教
育・科学・文化樺樽は、イスラーム諸国会議機構に属する組織で、その設
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立は、 1978年、セネガ)I,のダカールで開催された第9回イスラーム諸国会
議機構外相会議にさかのぼるO同外相会議は、教育、文化、科学のための
国際的イスラーム組織の設立を勧告し、翌年第10回ラバト(モロッコ)会
議では同組織設立のための正式決議がなされたoそして1980第11回イスラ
マバード(パキスタン)会議では組織体制、予算の承認がなされ、 1981年、
メッカで開催された第3回イスラーム諸国会議機構首脳会議において正式名
称も決定された。現在その本部はリヤド(サウジアラビア)に置かれ、イス
ラーム諸国の教育体制の整備、また非イスラーム諸国におけるアラビア語や
イスラーム教育への支援活動を行なっている7)0
トワイジヤリーのr7ラビア語とグローバリゼーション』の発表は、ダマ
スカス宣言の勧告に対してイスラーム諸国会議槻構が積極的に関わる姿勢を
示したものとみなすことができる。億仰の基盤をなす永遠不変の言語をイス
ラームの言語とするならば、その教育・科学・文化を担う言語はどうあるべ
きか、現在のグローバリゼーションをどう位置づけ、またアラビア語のあり
方をについてどんな問題提起を行なっているのか、 『アラビア語とグローバ
リゼーション』の読解を通じて検討してみよう8)Q
トワイジヤリーによれば言語の危機は、アイデンティティの危機を意味し
ており、アラビア語を含めあらゆる言語がグローバリゼーションの挑戦とい
う現実に立ち向かっているO　グローバリゼーションに順応し、それを成長戦
略の中に位置づけることに成功した国々もあることは否定しない。しかしグ
ローバリゼーションは、商品や資本、サービス、人間、思想が国境を越えて
すばやく移動することだけを意味するのではなく、他の言語をコントロール
する力を有する最強の言語が驚異的な速さで押し寄せることでもある。そし
てその犠牲になるのは、植民地の支配を受け、そのくびきからの解放を目指
す地域の人々の用いる言語であるo　グローバリゼーションは、アラビア語を
生活から孤立させ、それを最強の言語の圧力に屈服させる。言い換えればア
ラビア語は息の根を止められるのである9)0
ここにはグローバリゼーションの現実が、アラビア語にとって1世杷荊の
アラビア語とグローバリゼーション　　277
社会変動よりも赦しいものであるという認識が示されているO　アラビア語が
生活の中で孤立しているという指摘は、前述したアル・アラビー誌編集長ア
スカリーの「グローバリゼーションの時代のアラビア語圏連合」においても
同様に指摘されているO　アスか)-は、若者たちは会話の中で英語やフラン
ス語を使うことに熱心であり、意図的にアラビア語の単語を制限して使って
いる。彼らは、英語やフランスが文明言語であるのに対して母語は一段低い
レベルの言語と考えているという現状を懸念をもって報告しているtOl。ト
ワイジヤリーとアスカリーに共通するのは言語とアイデンティティの危機に
対する意識であり、アラビア語の将来は、アラブ・イスラーム体制の本質を
形成する要因、価値をどう保護するのかという問題にかかわるという視点で
ある。トワイジヤリーは、彼自身のあらゆる提言は、アラブ・イスラーム体
制にとってのアラビア語の主権を保障するという観点からなされていると述
べるHl。ではこうした認識に基づいてグローバリゼーションの現状とアラ
ビア語の未来を彼は、どう描き具体的にどのような提言をおこなっているの
であろうか。
アラビア語改革の問題点
アラビア語の未来を語るに際して、トワイジャリーは、 】928年、エジプ
トの社会改革は、学問の言語と生活の言語という両極性をもつアラビア語の
改革なくしてはありえないと断言したアフマド…アミーンの言葉や1927年、
ダマスカスのアラビア語アカデミーに新しい行政、学術、技術用語を辞書に
取り込むことを提言したアブドルカーディル.アル.マグリビーの努力に言
及する。そこには言語改革と社会改革の不可分性、アラビア語のもつ言語刷
新の可能性、この二つの視点は、現在においても変わらぬ重要性をもってい
るという彼の認識が示されている121。ダマスカス宣言のなかに筆者が見出
した1世紀前の社会変動と現在のグローバリゼーションとの共時性という視
点がここでも確認できる。
トワイジヤリーに言わせると、アラビア語はこれまでその改革をめぐっ
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て多くの議論がなされ多くの提言、勧告が提示されてきた。しかしそのどれ
も実行性に乏しいものであった1997年、ダマスカスのアラビア語アカデ
ミーが開催した「アラビア語、その現状と将来の展望」というシンポジウム
では、アラビア語の近代化、すなわちアラビア語が技術の発展に順応するか
どうかという重要なテーマについて議論された。そしてアラビア語教師に対
する研修の充実を初めとしてアラビア語教師養成のための援助、アラビア語
教育法の改善、視聴覚機材を始めとする濠新機材の利用、さらに具体的政策
として、簡略化したアラビア語の幼椎園や小学校での使用、などの提言が行
なわれたo Lかしこれも現実の課恩を充分反映したものではなかった。一方
2002年、ラバト(モロッコ)で開催されたシンポジウム「アラビア語、ど
こへ向かうのか」では、具体的な実施方法をめぐる問題は残るものの、以下
に示す通りこれまでのシンポジウムに比較してグローバリゼーションを明確
に意識したより現実的な提言が提示されている13)。
1ウンマの保持のためにアラビア語-の信頼を強化させるoクルアーンの
言語としてのアラビア語の放棄はアイデンティティの放棄に等しい0
2　文化.文明言語としてのアラビア語を普及させる努力を国家、組織、アラ
ビア語アカデミー、個人として行なう。そのための連携を国家レベル、
地域レベル、世界レベルで強化する。
3　イスラーム教育・科学・文化機構とアラブ教育・文化機構、アラビア語ア
カデミーがアラビア語教育の普及のための戦略を提示する。それは、学
習課程、テキスト、機材を含む包括的戦略であり、そのための資金提供
をアラブ、イスラーム諸国に要請する。
4　アラビア語教育の強化に必要なものとは以下のものである。
1アラビア語を専門としない学習者やノンネイティブ学習者に対する
充実した学習課程と最新の槻材を整備すること。
2　国家レベル、地域レベルでテキスト作成のコンクールを実施するこ
と。
3　テキストは、精神的、教育的、文化的、言語的側面に注意し、年齢
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や文化的背景、学習能力に対応したものであること。
4　最新の言語学研究の成果を活用すること。
5　アラビア語教育専門の図書館を設置し、アラビア語以外の言語の経
験も活かし、専門家、研究者のセンターとすること。
5　教員の知力、倫理観、技術を養成し、物心両面からの支援体制を整備す
・t>,
6　コンピューター、 CD,ビデオなど、最新の視聴覚樺材を活用する0
7　ノンネイティブスピーカーの教育プログラムに注意を払うO　また彼らの
関心、目的を研究する。
8　教師を教育活動の軸とする教授方法に注意を払う。また講師の個人的情
況についても注意を払う。
9　アラビア語が使用されていた国家へのアラビア語の普及を図る。サハラ
南部のアフリカ諸国やアラブ人の移民社会に対して財政的また精神的支
援を与える。
10アラビア語アカデミーに一層の専門性を与え、その活性化を図るo特に
アカデミー連盟を支援し、アラビア語教育の戦略作成にアラブ、イス
ラーム諸国の参加を促す。
11アカデミーの決定をできるだけ普及させること。そのために講演やシン
ポジウムを開催する0
12すべての機関に言語官あるいは言語相談員を任命する。
13　アラビア語保護を目的とする国立の協会を設置するO　これに関して、ア
ルジェリアとUAEのアラビア語保護協会の設置は高く評価される。
アラビア語は、アラブ人とムスリムを束ねるアル…ウルワト…アル・ウス
カー(固き杵)であるとトワイジヤリーは言う14)。アル・ウルワト…アル…
ウスカーとは19世紀末、西欧列強の中東侵略を前に世界のムスリムの連帯
と団結を訴えパリで刊行された新聞の名前であるO発行者は、イスラーム改
革運動、啓蒙運動に大きな影響を及ぼしたジヤマールッディーン…アル・ア
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フガーニーとその弟子ムハンマド・アブドウである15)O　ここでも前述した
共時性の視点が繰り返されていることが確認できる。
筆者は、グローバリゼーションとアラビア語の関係は、アラブ世界の分
封とその後の歴史の評価をめぐる問題であると前述した。その意味で、ア
フマド・アミーンやアブドルカーディル・アル.マグ1)ビーに言及したトワ
イジヤリーが、こうした先駆者たちの間竜提起の中に現状を克服するための
鍵を見出そうとするのは理解できる。しかし1世紀の時間的距離をどうとら
えるか、すなわちこの1世紀の歴史をどう評価するのかという視点が抜け落
ち、先駆者たちの視点をくりかえして確認するだけであればこうした提言も
実りある成果をもたらすことがないであろう。
20世紀を振り返ると、アラビア語は新生トルコの文字改革によってアラ
ビア文字の使用人口を大きく失うことになったが、アラビア語自体は、その
使用範囲を狭めることはなかった。新聞や雑誌の刊行を通じ、また近代学校
教育の普及、大学の設立によってアラビア語の存在感はかえって高まったと
いえるO　さらにラジオとテレビの普及は、多様な番組編成によって大衆のア
ラビア語化、自分たちはアラビア語という言語を話し、理解しているという
意識を高めたo　しかし、アラビア語の普及と大衆化は、一方でアラビア語の
衰退を招くことにもなった。トワイジヤリーは、その例としてタ-ハ・フサ
イン]6)の言葉を紹介している。フサインは、高等学校の学生の試験答案を
見た時、そこに見られる文法の誤り、表現の粗雑さ、そして教師と学生の間
の意思疎通の難しさに驚き、不安を表明していた17)。
アラビア語の普及と衰退という一見矛盾する現象は、それを7世紀にさか
のぼってみればアラビア語の非アラビア語圏へ進出による当然の結果とい
うこともできるo　しかし20世紀の衰退には他の要頁があるはずであるoト
アワイジヤリーは、少なくとも20健紀前半、政治家や思想家にはアラビア
語の保護者としての力量があった。ムハンマド…ラシード・リダーのマナー
ル誌、アフマド・ハサン・アツザイヤートのリサーラ誌、そしてムビーツ
ディーン・アル…パテイープのフアトフ誌など、 20世紀に登場したこれら
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の雑誌は、全他界のムスリムや移住アラブ人社会に向けて格調高いアラビ
ア語でメッセージを発し続けた。またムクタタフ誌は、約70年間にわたり
外国語から学術論文や記事をアラビア語に翻訳し、アラビア語を活性化さ
せ、アラブ文芸復興の基盤を作ったoそしてダマスカス(1918)バグダード
(1921)カイロ(1932)の三つのアラビア語アカデミーの設立は、アラブ・イ
スラーム文明の基盤を築いた様々な書籍の校訂と出版活動を通じて分割の時
代にアラビア語が歩むべき方向を示したものであった。しかし20位紀後半
に登場した指導者たち、特に政治的指導者たちには、こうした危機感、また
アラビア語の活性化への問題意識が欠けていた。彼らは、大衆へのアピール
をその地域独特の話し言葉を用い、度稿を見てみれば間違えだらけのアラビ
ア語を無頓着に使用していたと言う18)
20世紀後半の指導者たちの言語能力の衰退が大きな要因であるとすると
その背景には何があるのであろうかOアラブ世界の分乱　イスラエルの建国
に始まる国内外の一連の政治的混乱、そして指導的原理の乱立、不透明な未
来、 20世紀後半の不安定要因、これら一つ一つが指導者たちのアラビア請
からメッセージ性や基本的言語力を失わせたのであろうかoあるいは、不安
定に時代にあって大衆を動員するに最も有効な言語としてアラブ世界および
イスラーム世界の共通語たるフスパーよりもその地域独特の話し言葉である
ア-ンミ-ヤ19)が意図的に選択された結果であろうか。学問の言語と生活
の言語という両極性をもつアラビア語の改革なくしてはエジプトの改革はあ
りえないと断言したアフマド…アミーンの言葉が思い起こされる。アラビア
語の両輪と筆者が指摘した文明言語と信仰言語という両極性を有するアラビ
ア語はその中にまた別の対立機軸をはらんでいるのである。フスパーとア-
ンミ-ヤの位置づけをめぐる問題は、 19世紀、アラビア語の改革運動が始
まって以来その議論の方向が定まらない大きな間蓮として残っていることが
確認できる20)
また政治的指導者とアラビア語の関係について、アル…アラビ一誌に掲載
された「グローバリゼーションの時代のアラブの崩壊」は一つの考え方を示
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しているo著者のアスカリーは、現在アラブ世界の人々を自殺主義者や殉教
主義者に変えるような絶望感に関して、それが生まれたのは1948 (イスラ
エル建国)年でもなく、 1967年(6日戦争)でもなくナセルの時代の終葛に
あるとするアミーン…マアルーフ2写lの議論を紹介しているoナセルの敗北
とその死後生まれた彼の政治的・精神的遺産相続を巡る争い、互いに正当性
を確立できないプログラムの乱立と抗争が人々を弱肉強食の森へ押し込み、
暴力主義や圧政主義を収屈させているというのである221。アラビア語の空
洞化をアラブ民族主義の旗手、スピード感あふれるアラビア語でそのメッ
セージを大衆に届けることに成功したナセルという言うなれば一つの巨大な
思想に結びつけることには異論もあるであろうが、マアルーフの指摘は、ア
ラビア語と政治変動、また指導者の言語能力との関係を見直す視点を提供す
るという意味で興味扱いものであるO
アラビア語改革とアラビア語歴史辞典の編纂
20世紀後半におけるアラビア語の衰退に対して、それに歯止めをかける
ための試みがまったくなかったわけではないOトワイジヤリーがその設立を
評価し、今後の役割に大きな期待を寄せているアラビア語アカデミーは、 20
低紀後半においても地道にその活動を続けてきた。その成果のなかで最も
評価されるべきは、アラビア語辞書の編纂である。カイロのアカデミーは、
1962年にワスイート辞典、また70年にはカビール辞典(2006年に第7巻を
刊行、現在ダールの項目まで編纂が終了)などを刊行している。さらに53
年のクルアーン単語辞典、 79年の哲学辞典など専門分野の辞典も刊行され
ているoトワイジヤリーは、イタリア、フランス、アメリカなどを例にあ
げ、どの国も社会の覚醒期に重要な辞典が編纂された。アラブ世界について
も今新しい発想に基づき、アラブ世界の社会変動を反映する辞典の編纂が必
要と訴える23)
アラビア語辞典の歴史を振り返ると13世紀のリーサーヌ・アル・アラブ
や18世紀のタ-ジュ・アル・アルースという2大辞典の名前が思い浮かぶ。
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リーサーヌ・アル・アラブは、 20巻に及ぶ大辞典であるが、 10世紀から11
港馳こ編纂された複数の辞典から単語を収集してあるため編纂者であるイブ
ン・マンズール自身が生きた13徴紀のアラビア語を知るには不十分であるo
同様に40巻に及ぶタ-ジュ…アル…アルースは、 15世紀のフェイルザバー
ディーが著したムヒート辞典の解説であり、編暮者であるズバイディーが生
きた18位紀のアラビア語を理解することはできないO辞典がその時代とか
け離れた単語の収集と説明に終始するならばアラビア語の改革は望めないと
トワイジヤリーは指摘する24)。
トワイジヤリーが、アラビア語歴史辞典と名付ける辞典のイメージは、こ
れまで編纂された辞書のなかで最も正確で、古典から最新の単語までを含み
学生たちが使用するに値する辞典と賞賛される62年刊行のワスイート辞典
の手法、視点を跨まえ、それを発展させた形で、アラブ・イスラーム文化の
すべての分野を網羅し、単語の歴史、特に初めて用いられたテキストや社会
状況をも説明するというものである2㌔言語と歴史や社会を統合した辞典
は、その編纂方針に関して解決されなければならない課題が多いO特に何を
フスパーとするかについて今後も多くの議論が交されるであろう。フスパー
は、一定の時代に制限されるものではなく、どの時代にも特有のフスパーが
あるOそしてどの時代にもその時の辞典や単語があり、時代の文化、道具、
文明的意味を反映しているという指摘には、フスパーに対するトワイジヤ
リーの柔軟な視点が感じられる26)。
課題
グローバリゼーションの時代におけるアラビア語の位匿づけに関してそれ
をアラブ世界全体の問題として初めて議論の対象としたのは、 2007年の第
19匝川ヤドでのアラブ首脳会議であった　2008年のダマスカス宣言も同年
開催されたダカールにおける第11回イスラーム諸国会議枚構首脳会議もそ
の延長線上にあるとトワイジャl)-は言う27'本稿の冒頭でも述べたように
グローバリゼーションが各論化した現在、アラビア語をめぐる問題は、言語
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学上の問題に留まらず、他の分野の問題と密接な関連性をもったアラブ世界
とイスラーム世界にとっての長期的な戦略問題として位置づけられるように
なった。アラビア語の問題は国家の主権、安定、独立に関わる問題なのであ
るoトワイジヤリーは、この観点から、フランス語アカデミーが公的にも民
間部門においても文書や演説での言語的誤りに口をつぐまない姿勢を明確に
示しているように、アラブ諸国が一定の拘束力をもってアラブ首脳会議やア
ラビア語アカデミーから発せられる達吉の実行とアラビア語の保護のために
法的に必要措置をとることを捷言する28)O
アラビア語が長期的戦略問題と位置づけられたことは、幼児教育の分野に
おける協力体制の確立にみてとることができる。アラビア語が文明言語と信
仰言語としての躍動性を保てない場合、汚染されたアラビア語の犠牲となる
のは子供たちである　2007年2月17日～19日、アラブ児童・開発会議は、
アラブ連盟と共催し「グローバリゼーションの時代の子供の言語」をテーマ
に国際会議を開催したO　また同年2月21日～23日、ドーハ(カタル)では
カタル児童文化センターとエジプトのBl立児童.母性会議の共催によっても
う一つの国際会議「母語と時代との絶え間ない連続性の間の児童」が開催さ
れている291。
グローバリゼーションは、アラブ世界にアラビア語と文化的アイデンティ
ティの危機という命題を厳しく突きつけた。アラブ諸国と呼ばれる独立国家
群の成立をもたらした分割からl世紀を経たアラブ世界は、その未来をどう
措いていくのであろうか。 2008年のダマスカス宣言は、アラブ世界の課題
として、アラビア語と政治的指導者の責任、西欧に増大する反イスラーム主
義への対応、テロリズムの緋弾とその背景という3つのテーマを掲げた。言
語間選は、アラブ人の安全保障問題と認識されたのであるoトワイジヤリー
は、アラビア語の放棄は、主権の放棄であり、アラブ人の安全保障、さらに
加えればイスラームの安全保障を無視するものと言う30)-　アラビア語がア
ラブ世界としての、またイスラームにとっての戦略上の問題、安全保障上の
間鷺として位置づけられたことは、今後アラビア語をめぐる議論にどのよう
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な影響を及ぼすであろうか。
インターネット上では伝統的に使い慣れたこれまでのアラビア語数字に代
わって我々にとって見慣れたアラビア数字の使用が当たり前になり、またア
ラブ人をはるかにしのぐ非アラブ人人口をかかえる湾岸諸国においてはツー
リストのためにアラビア語会話よりも英会話を勧める案内書も出現してい
る川。そして辞書の面でも様々な分野を対象とする電子辞書や翻訳機も普
及しているo　アラビア語が戦略間竜となることによって各国の利害が絡み合
いかえってこうした現実的変化に対応することがEEr難になることも予想され
る。 21世紀のアラビア語がどこへ向かおうとしているのか今後も注目して
いきたい。
醍
1)レバノンのアラブ統一研究センターが発行する政治経済誌「アル…ムスタク
バル　アル・アラピー」は、 1998年2月、3月の2号にわたって「アラブ
人とグローバリゼーション」と遺した特集を租んでいるo　そこではグローバ
リゼーションの定義、グローバリゼーションと文化的アイデンティティ、グ
ローバリゼーションと国家、アメリカとグローバリゼーション等多くの側面
に焦点が当てられ、アラブ世界の知識人のグローバリゼーションに対する問
題意識の高さとその議論の方向をみることができるo　その他、 「イスラエルと
してのグローバリゼ-ションをめぐる論点」 (1998、 5月) 「グローバリゼー
ションと未来の選択」 (1999、 2月) 「アラブ人の文化的アイデンティティとそ
の前に立ちはだかるもの」 (1999年, Io月) 「イラン…イスラム共和国と文化
的グローバ1)ゼーションの挑戦」 (1999年、 11月)などが発表されているの
をみると、前世紀末は、グローバリゼーションをめぐる議論が花開いた時代
として位置づけられるであろう。尚、本稿の資料は、注2を除きすべて原文は
アラビア語であるが、便宜上筆者によるEl本譜訳のタイトルをつけて示しであるC
2)ジャック・アタリ(斉藤広億訳) [1492　西欧文明の世界支配j　ちくま学芸文
庫、 2009年　p13=
3)「ダマスカス宣言」rサウラ』紙(電子版)2008年3月31日、http:〟
thawra.alwehda.gov.sy/_archive2.asp?cat::=damastop&num-13576) 〔2010年6月1 1
日〕
4)同上。
5)同上。
6) 1950年T)ヤド(サウジアラビア)生まれOサウジアラビアでの大学教員生活
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を軽て1991年ラバト(モロッコ)でのイスラーム教育・科学…文化機構第
4回大会で事務総長に選出されるo rイスラームと21世紀における宗教間の
共生J (1998) 『イスラーム教育における人権』 (2001) 『アラビア語の未来』
(2001) 『アラブの教育一現状と未来(2003) 『イスラーム的視点における民
主主義』 (2005) 『イスラーム世界と西欧-挑戦と未来』 (2007)イスラーム
における女性とイスラーム社会における地位(2009)など多くの著作を発
表。 「イスラーム教育,科学・文化機構事務総長略歴」イスラーム教育・科
学・文化機構ホームページhttp://www.,iseco.or.ma/arbe/DG/Biography.php?page=/
Home/Director%20GeneraL侶iography 〔2010年8月24日〕
7) 「イスラーム教育…科学・文化機構設立」イスラーム教育・科学・文化機構
ホームページhttp://www. lseco.or.ma/arbe/hi story/history.php?idd-TDD_REF 〔20 1 0
年8月24B〕
8) rアラビア譜とグローバリゼーションl　は、序論、第1車:アラビア譜とグ
ローバT)ど-ションの挑戦-将来を見つめる視点、第2章:アラビア語と
コミュニケーション手段、第3章こ変化する世界におけるアラビア語、第4
草:千年期の変化に照らしたアラビア語歴史辞典、第5章:アラビア語-政
略的問題、終章:ダマスカス首脳会議声明におけるアラビア語、以上の7つ
の論考から構成されている。第2車はラバト(モロッコ)の情報・通信高等
研究所での講演だが他はすべて2007年から2008年にかけてカイロのアラビ
ア語アカデミーで発表されたものである。トワイジヤリー『アラビア語とグ
ローバリゼーション　序論j　イスラーム教育・科学・文化棟構ホームページ
hppt://www.isesco.org.ma/arbe/publications./Allogha%20Arabia/p.lphp 〔2010年6
月11H、以下インターネット資料はすべて同日〕。尚、同書については、イ
ンターネット上で公開されているものを使用したが、ページが指定されてい
ないため、本注以後は7つの論考のタイトルのみを示すこととする。
9)同上。
10)アスカリー「グローバリゼーションの時代のアラビア語圏連合」 『アル・アラ
ビー』クウェイト情報省、 2009年12月号、 p8…
ll)トワイジヤリー、前掲サイト0
12)トワイジヤT)-　rアラビア語とグローバリゼーションの挑戦-将来を
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